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す
る
に
は
、
海
外
大
学
院
留
学
が
当
り
前
な
の

よ
」、「
日
本
に
は
良
い
大
学
が
あ
る
け
ど
、
韓
国

に
は
良
い
大
学
が
な
い
か
ら
」、「
今
や
韓
国
の
大

学
で
教
授
に
な
る
に
は
、
米
国
な
ど
海
外
で
博
士

号
を
と
る
こ
と
が
必
須
」、「
韓
国
は
良
い
大
学
を

実
質
二
校
し
か
受
験
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
で
浪
人

確
率
も
高
い
け
ど
、
海
外
な
ら
好
き
な
だ
け
受
験

で
き
る
か
ら
」、「
ア
メ
リ
カ
で
働
き
た
い
か
ら
ね
。

韓
国
企
業
は
上
下
関
係
が
厳
し
い
し
、
お
酒
の
付

き
合
い
も
あ
っ
て
嫌
」
と
い
っ
た
回
答
が
返
っ
て

き
た
。
も
は
や
、
韓
国
で
は
中
上
流
階
層
に
属
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
留
学
は
ご

く
当
た
り
前
の
ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
。

ま
た
、
韓
国
で
は
、
子
供
と
母
親
を
米
国
な
ど

海
外
に
送
り
子
供
に
英
語
教
育
を
受
け
さ
せ
、
父

親
は
韓
国
で
働
い
て
仕
送
り
す
る
、
キ
ロ
ギ
（
渡

り
鳥
の
雁
）
と
呼
ば
れ
る
家
族
も
珍
し
く
な
い
と

い
う
。
仕
送
り
の
た
め
に
単
身
、
一
生
懸
命
働
く

キ
ロ
ギ
・
ア
ッ
パ
（
父
親
の
こ
と
）
の
孤
独
死
が

報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
韓
国
の
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
し
か
し
、
子
供
に
海
外
で

教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
い
う
親
の
教
育
熱
は
冷

め
や
ら
ず
、
大
学
前
の
早
期
留
学
も
増
加
し
て
い

る
。
韓
国
教
育
開
発
院
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

二
〇
〇
〇
年
に
四
四
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
小
学

校
・
中
学
校
・
高
校
の
海
外
留
学
生
数
は
二
〇
〇
七

年
に
約
二
万
七
七
〇
〇
人
に
増
加
。
う
ち
四
五
％

が
小
学
校
で
の
留
学
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

留
学
生
に
限
ら
ず
、
海
外
で
暮
ら
す
韓
国
人
は

非
常
に
多
い
。
海
外
在
留
韓
国
人
数
は
六
八
二
万

人
（
二
〇
〇
九
年
、
外
交
通
商
部
デ
ー
タ
）
に
達

し
、韓
国
教
育
人
的
資
源
部
の
レ
ポ
ー
ト
（Edu-

cation in K
orea 2007

～ 08

）
に
よ
れ
ば
、

韓
国
の
海
外
在
留
者
数
は
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
に
つ
ぐ
規
模
だ
と
い
う
。

日
本
の
植
民
地
政
策
と
い
っ
た
歴
史
的
要
因
も
あ

る
が
、
韓
国
企
業
の
近
年
の
積
極
的
な
海
外
市
場

開
拓
と
い
う
要
因
も
無
視
で
き
な
い
。

話
を
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
韓
国
人
留
学
生
に
戻
そ

う
。
人
数
の
多
さ
に
加
え
て
驚
い
た
の
は
、
韓
国

人
留
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
特
に
韓
国
キ
リ
ス
ト

教
会
）
の
結
束
の
固
さ
、
助
け
合
い
の
精
神
だ
。

あ
る
男
子
留
学
生
は
、
韓
国
か
ら
新
し
い
大
学
院

留
学
生
が
来
る
た
び
に
、
出
迎
え
の
車
を
出
し
て

あ
げ
、“
タ
ク
シ
ー
”
と
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
ほ
ど
。

か
く
い
う
私
も
、
し
ば
し
ば
彼
ら
の
好
意
に
甘
え

て
買
い
物
な
ど
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。

米
国
生
活
の
中
で
親
し
く
な
っ
た
友
人
の
半
分

は
韓
国
人
の
留
学
生
仲
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

彼
ら
の
多
く
は
、
私
費
留
学
、
米
国
で
の
就
職
希

望
と
い
っ
た
厳
し
い
条
件
下
で
も
決
し
て
ギ
ラ
ギ

ラ
せ
ず
、
い
つ
も
穏
や
か
で
優
し
い
人
た
ち
だ
っ

た
。
彼
ら
の
そ
ん
な
生
き
方
に
魅
力
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
あ
の
穏
や
か
な
彼
ら
の
ど
こ
か
ら
積
極

的
に
海
外
に
進
出
す
る
た
く
ま
し
さ
が
湧
い
て
く

る
の
か
い
ま
だ
に
不
思
議
で
あ
る
。
結
束
の
固
い

韓
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
彼
ら
の
支
え
と
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
あ
す
や
ま　

よ
う
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

穏
や
か
に
た
く
ま
し
い
韓
国
人
留
学
生
た
ち

明
日
山
陽
子

カルチャー・ショック
日本人のみた外国

二
〇
〇
六
年
六
月
か
ら
二
年
間
、
米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
籍
を
置
い
た
。
道

で
の
鹿
と
の
遭
遇
や
、
自
然
溢
れ
る
広
大
な
キ
ャ

ン
パ
ス
に
圧
倒
さ
れ
た
の
も
束
の
間
。
つ
ぎ
な
る

驚
き
は
、
韓
国
人
留
学
生
の
多
さ
、
そ
し
て
彼
ら

の
“
穏
や
か
に
た
く
ま
し
い
”
生
き
方
だ
っ
た
。

コ
ー
ネ
ル
大
学
の
国
籍
別
留
学
生
デ
ー
タ
を
見

る
と
、
韓
国
人
留
学
生
は
五
五
九
人
と
カ
ナ
ダ
の

五
一
五
人
、
中
国
の
五
一
二
人
、
イ
ン
ド
の
三
九
五

人
を
凌
い
で
な
ん
と
、
第
一
位
で
あ
る
（
二
〇
〇
八

年
秋
学
期
。
ち
な
み
に
日
本
人
留
学
生
は
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
た
っ
た
五
四
人
）。
ど
お
り
で
、キ
ャ

ン
パ
ス
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
韓
国
語
が
聞
こ
え
て
く

る
わ
け
だ
。
米
国
全
体
で
も
、
韓
国
か
ら
の
大
学

留
学
生
数
は

二
〇
〇
一
年
度
に
日

本
を
抜
き
、
イ
ン
ド
、

中
国
に
次
ぐ
多
さ
だ

（Open Doors

デ
ー

タ
）。
日
本
の
半
分

に
も
満
た
な
い
人
口

五
〇
〇
〇
万
人
弱
の

韓
国
か
ら
の
留
学
生

が
こ
ん
な
に
も
多
い

の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

友
人
の
韓
国
人

留
学
生
た
ち
に
尋

ね
て
み
る
と
、「
韓

国
で
お
給
料
の
良

い
大
企
業
に
就
職

コーネル大学キャンパス風景（McGraw�Tower周辺）




